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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、リボソームタンパク質S6キナーゼβ1をmRNAにリクルートすることで翻訳制御に関与するRRM（RNA認識モチーフ）含有タンパク質をコードしている。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じる。[RefSeq提供、2013年7月],PTM：DNA損傷時にリン酸化される（おそらくATMまたはATRによる）。,類似性：1つのRRM（RNA認識モチーフ）ドメインを含む。,サブユニット：POLD2と相互作用する。,
	研究分野
	DNA合成、DNAポリメラーゼ、エピジェネティクスと核シグナル伝達、DNA/RNA、RNAプロセシング、スプライシング、翻訳、制御
	画像データ
	

	POLDIP3抗体を用いたRAW264.7細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

